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研究目的及び方法

本研究では, 最近20年 間における 「モダンダン

ス(こ こでは明治以降の非伝統的芸術舞踊, 即ち

所謂モダンダンス, 創作ダンス, ポス トモダンダ

ンス, バレエ, 舞踏等を含む語として用いる)」

を対象とした研究の動向について, 次の2つ の視

点-1. 日本体育学会及び舞踊学会での研究発表, 

2. 舞踊関係の著作及び各種出版物, から検討する。

結果

1. 2学 会における研究発表から(下 表を参照)

まず, 口本体育学会第21回 一40回(1970-89)

における舞踊関係研究発表を見ると, 研究対象は

主として創作ダンスとモダンダンスであり, 内容

は以下のように分類 される。

(1) 舞踊論 ・史, 舞踊教育論 ・史, 演技論等

(2) 舞踊作品 ・運動を形成する要素とその構造 ・

機能(創 作者, 創作過程, 作品, 動き, 鑑賞, 音楽等)

(3)指導法

(4)セラピー, 障害, 用語, 研究動向等

(5)その他(民 俗・民族舞踊, 幼児のリズム・表現等)

研究方法としては, (1)の論 ・史的研究の他は, 

実験 ・実証的手法がほとんどであり, (2)と(3)がこ

の20年間の主要な研究の焦点となっている。

(2)では, 特に鑑賞に関す る研究が盛んであり, 

トータル78は2番 目に多い数字である。SD法 や

因子分析を使って, 舞踊の鑑賞構造や, 動き及び

群構成 とイメージとの連合

関係を探求する研究である

が, 特に実験作品 ・動きを

創作するという手法は独自
のものである。

次に, (3)指導法について
の研究は80年代より増加 し, 

トータルは100に のぼる。

方法自体についての研究に

加え, 学習者や指導者の舞

踊経験や興味, 意識を対象

とした研究が増している他, 

松本 らからは, より具体的

かつ体系的な指導法 として

「課題解決学習」が報告 さ

れている。

全体 として, 研究内容の

拡がりの他, 方法 としても

哲学, 現象学, 歴史学, 心理学, 生理学, 教育学

といった様々な領域の視座か らのアブローチが見

られる。この多様な研究の拡が りは, 重要な特徴

の1つ といえよう。

次に, 舞踊学会(1978-89)に ついて見てみる

と, 研究対象, 内容共に体育学会 とほぼ同様であ

るといえる。 しか し, 数字的には多 くないものの, 

論的 ・史的研究の割合が比較的高 く, また内容的

には, 専門の舞踊家やその舞踊作品を対象とした

研究の割合が高いことが特徴としてあげられる。

2. 舞踊書及び各種出版物から

近年の特徴 として, 舞踊研究者, 評論家以外に

記号論, 美学, 演劇論等の研究者が舞踊に関する

論文を発表するようになってきた。身体論の台頭

が, 文化 としての舞踊の価値を覚醒 したと言える。

特に舞踏は, 70年 代以降各方面か ら注目を浴びて

いる。 しか し, 最近20年 間に日本で出版された舞

踊書の舞踊種類別出版数(表 は省略)を 見ると, 

70年代後半よりバ レエに関する著作は多数出版さ

れているものの, その他の, 特に舞踏やポス トモ

ダンダンスに関する著作は非常に少ないことがわ

かる。また, バ レエについても, 写真集や入門書, 

伝記(自 伝)が 多 く, 研究書は少ない。

結論

今 日の日本では, 教育機関(体 育の場)で 教育

の対象とされている創作ダンス及びモダンダンス

に関する研究が(特 に学術的研究においては)中

心となっている。その研究内容や方法は多様な拡

がりを見せると共に, 独自の成果 も上げている。

しか し一方, その他の舞踊文化に関する研究は, 

量的にも少な く分散的ではあるが, 発展の兆 しは

見られると推測できる。
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